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生体情報(ペプチド、細胞培養手技)

を用いた医療応用研究

化学生命学科

准教授 蟹江 慧（かにえ けい）

医学・健康・福祉

動物細胞培養、ペプチド、細胞培養標準化、生物工学、再生医療

動物細胞は再生医療・創薬分野等、ライ
フサイエンス分野にて幅広く研究されているが、
最適な扱い方や培養表面設計は未だに不
明確である。本研究室では、ヒトの培養細胞
を用い、細胞に必要な足場材料の設計から、
細胞培養の安定的な手技研究を実施する。
足場材料設計では、生体物質であるペプチ
ドを用いることで、安全かつ安定的に使用で
きる培養容器開発や、体内留置型の医療
機器開発を行う。細胞培養手技研究では、
細胞培養手技のブラックボックスを明らかにす
るため、細胞培養者そのものの計測から、ロ
ボティクスを用いた実験自動化検証を通し、
細胞培養最適化研究を行う。上記を通し、
再生医療等製品や医療機器・創薬・化粧
品開発に用いる細胞培養の安定化を目指
すとともに、新産業となりうる細胞培養の科学
技術教育を目指す。

医療・創薬・化粧品分野

■ 再生医療等製品
■ 体内留置型医療機器
■ 細胞アッセイ(創薬、化粧品)
■ 細胞培養標準化(細胞製造)

■ 生体情報(タンパク質、ペプチド)を用い
ることで、細胞培養の足場材料の設計や新
規医療機器(骨再生、組織再生)の開発に
つなげる
■ 生体情報(細胞培養手技)を用い、安
定した細胞培養の最適化・標準化研究の
実施による、細胞製造の安定化を目指す

医療機器 再生医療

両輪
動物細胞ペプチド

創薬

研究基盤技術

医療応用(新規治療)

・足場材料設計
(ペプチド)

・細胞培養計測
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